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全体連絡会議

＜庶務管理室＞

· インフルエンザがスタッフにも数名罹患していますので、自己管理をきちんとしていきましょう。

· プライベートや出勤・退勤時等の車両事故が多いので十分に気を付けて下さい。

· 医師勤務の変更

窪田先生　　２月２６日午後～２７日日直

サカイ先生　３月５日午後～６日日直

伊藤先生　　３月１２日１３日

＜診療課＞

· ２/２４　１７：３０から「回想法」の勉強会があります。興味のある方は参加してください。

· ３/１　症例検討会があります。

＜医事室＞

· 次回の歯科受診は１３名です。

· 全体連絡会議の議事録は翌日までに提出して下さい。

＜薬局＞

· インフルエンザ発熱時、ヨウフェナック錠は使用できないので、安易に解熱剤を服用しないようにして下さい。（ボルタレンSPも同様　　カロナ-ル錠、アンヒバ坐薬は可）

· 新しい薬剤が入ります。

セロクエル（25）（100）　抗精神病薬

トレドミン（25）　　　　　　抗うつ薬

＜看護課＞

· 抗生剤は１週間以上連用しないようにする。（３日間で必要量投与が普通）

· ラミシールの使用量が増えてきています。肝機能にかかる負担が大きいため、毎月の血液検査で注意して見るようにしましょう。一般状態のチェックを行い、投与期間の長い患者様をチェックして検討してください。

＜電算化委員会＞

· 外部メールが送れるようになりました。各課長、４病棟、外来、通所など各部署で確認してください。

＜連絡事項＞

＜内科診察＞

· 山内　トシエ様・・・両下腿の浮腫継続されている為、臨時薬継続処方となります。週１回の体　

重測定も忘れないで行って下さい。

· 大平　よし様・・・左下腿の浮腫継続しており、跛行ありますので転倒に注意してください。臨時

薬継続処方となっています。週１回の体重測定も忘れないで行って下さい。　　　　

· 吉田　ナヨ様・・・両下腿の浮腫軽度持続しています。引き続き下肢を挙上して下さい。臨時薬　

　継続処方となります。

· 佐々木　喜代治様・・・発熱なく状態安定していますが、レントゲン上肺炎ある為、臨時薬継続　

処方となっています。

· 南　市三郎様・・・ミノマイシン薬剤耐性ができた為、本日夕より中止となっています。

· 三浦　トシ様・・・１週間に１回血糖値の採血の指示あり。（２/２３　７時）

　　　　　　　　　　　　　次週は３/１に指示受けしてください。

＜ケアワーカーより＞

· 中村　松五郎様・・・トイレにトイレットペーパーを詰めてしまい使用禁止にしています。修理伝票は書いています。

· 入浴の際、中村松五郎様が浴槽の段差をまたげないでいました。→浴槽の段差の所に腰を降ろし、身体を横に回転させて浴槽に入ってもらいましょう。

· 前野好三様・・・状態良く、歩行も安定されています。本人に１階のお風呂を勧めると「下の方が広くていい」と話されていますので、次回の入浴から１階でお願いします。

＜プログラムについて＞

３月１６日に行事で手踊りの鑑賞を行ないます。その前のプログラムで簡単な手踊りの練習を行なう事で、当日一緒に参加する事が出来るのではないか？

→３月のプログラムに入れていきます。

下肢筋力アップを目的としたプログラムを取り入れたい。

楽しみながらなおかつ目標をもって続けられるものは？

→座位を保てない患者様向けに、床に座ってもらいボールを蹴るゲーム

　立ってもできる、椅子に座ったままでもできるステップ運動など

